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文化芸術による子供育成総合事業

－巡回公演事業－

れい　 わ ねん　  ど

じゅん　かい　こう　えん　 じ　ぎょう

こうえん

ぶん　か   　げい  じゅつ いく　せい　 そう　ごう　 じ　ぎょう

ミュージカル公演

ざ こうえん

オペラシアターこんにゃく座公演

こ　 ども

「文
ぶんかげいじゅつ

化芸術による子
こ

供
ども

育
いくせい

成総
そうごう

合事
じぎょう

業−巡
じゅんかい

回
公
こうえん

演事
じぎょう

業−」
　我

わ

が国
くに

の一
いちりゅう

流の文
ぶんかげいじゅつだんたい

化芸術団体が、
小
しょうがっこう

学校・中
ちゅうがっこう

学校等
など

において公
こうえん

演し、子
こ

供
ども

た
ちが優

すぐ

れた舞
ぶたいげいじゅつ

台芸術を鑑
かんしょう

賞する機
き か い

会を得
え

る
ことにより、子

こ

供
ども

たちの発
はっそうりょく

想力やコミュニ
ケーション能

のうりょく

力の育
いくせい

成、将
しょうらい

来の芸
げいじゅつか

術家の
育
いくせい

成や国
こくみん

民の芸
げいじゅつかんしょうのうりょく

術鑑賞能力の向
こうじょう

上につなげ
ることを目

もくてき

的としています。
　事

じ ぜ ん

前のワークショップでは、子
こ

供
ども

たちに
実
じつえん

演指
し ど う

導または鑑
かんしょうしどう

賞指導を行
おこな

います。また、
実
じつえん

演では、できるだけ子
こ

供
ども

たちにも参
さ ん か

加し
てもらいます。
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オペラシアターこんにゃく座
ざ

とは…

オペラシアターこんにゃく座
ざ
は、〈新

あたら
しい日

にほん
本のオペラの創

そうぞう
造と普

ふきゅう
及〉を目

もくてき
的に掲

かか
げ、1971年

ねん
に創
そうりつ
立されました。

母
ぼたい
体となったのは、東

とうきょうげいじゅつだいがくない
京芸術大学内で 1965年

ねん
から 12年

ねんかん
間にわたって活

かつどう
動が続

つづ
いた学

がくせい
生たちのサークル「こんにゃく体

たいそう
操ク

ラブ」です。このクラブでは、故
こ
宮
みやがわむつこし
川睦子氏（元

もととうきょうげいじゅつだいがくめいよきょうじゅ
東京芸術大学名誉教授）指

しどう
導のもとに、身

しんたいくんれん
体訓練と演

えんぎ
技の基

きそくんれん
礎訓練が行

おこな
われ

ました。

こんにゃく座
ざ
は、この「こんにゃく体

たいそう
操クラブ」出

しゅっしんしゃ
身者たちにより、日

に ほ ん ご
本語のオペラ作

さくひん
品をレパートリーとするオペラ劇

げきだん
団として

設
せつりつ
立され、全

ぜんこくじゅんかいこうえん
国巡回公演を開

かいし
始しました。日

にほん
本で上

じょうえん
演されるオペラは、原

げんご
語での上

じょうえん
演も多

おお
く字

じまく
幕の助

たす
けを必

ひつよう
要とすることが多

おお

いため、一
いっぱん
般の観

かんきゃく
客が楽

たの
しめるものになっていません。そのなかでこんにゃく座

ざ
は創
そうりつとうしょ
立当初から日

に ほ ん ご
本語をいかに伝

つた
えるかを課

かだい
題

とし、その結
けっか
果、よく聞

き
き取

と
れる、内

ないよう
容の伝

つた
わるオペラが数

かず
多
おお
く創
つく
り出

だ
されました。

こんにゃく座
ざ
はまた、オペラの演

えんげきせい
劇性を重

じゅうし
視し、演

えんしゅつめん
出面にも斬

ざんしん
新な発

はっそう
想を提

ていじ
示し続

つづ
けています。そして大

おおが
掛かりなグランド・オ

ペラの方
ほうこう
向はとらず、ピアノのみ、あるいは小

しょうへんせい
編成のアンサンブルの演

えんそう
奏と少

しょうにんずう
人数の出

しゅつえんしゃ
演者による作

さくひん
品を創

そうさく
作し、上

じょうえん
演を重

かさ
ねてき

ています。その成
せいか
果は各

かくほうめん
方面からの評

ひょうか
価を得

え
ています。

知
し

ってますか？　〜 10月
がつ

1
ついたち

日は「国
こくさいおんがく

際音楽の日
ひ

」です〜

1977年
ねん

にユネスコの要
ようせい

請で設
せつりつ

立された国
こくさいおんがく

際音楽評
ひょうぎかい

議会という会
かいぎ

議で、翌
よくとし

年の 1978年
ねん

から毎
まいとし

年10月
がつ

1
ついたち

日を、世
せかい

界の人
ひとびと

々

が音
おんがく

楽を通
つう

じてお互
たが

いに仲
なかよ

良くなり交
こうりゅう

流を深
ふか

めていくために「国
こくさいおんがく

際音楽の日
ひ

」とすることとしました。

日
にほん

本では、1994年
ねん

から毎
まいとし

年 10月
がつ

1
ついたち

日を「国
こくさいおんがく

際音楽の日
ひ

」と定
さだ

めています。

開催月日 開催校
2020

10月6日（火） 横浜市立川上小学校
10月7日（水） 横浜市立高舟台小学校
10月8日（木） 川崎市立南河原小学校
10月14日（水） 三浦市立南下浦小学校
10月20日（火） 中津川市立山口小学校
10月22日（木） 岩倉市立岩倉東小学校
10月23日（金） 知多市立岡田小学校
10月27日（火） 山県市立富岡小学校
11月16日（月） 相模原市立くぬぎ台小学校
11月18日（水） 瑞穂市立西小学校
11月19日（木） 美濃加茂市立山之上小学校
11月20日（金） 新城市立東郷東小学校
11月26日（木） 川崎市立虹ヶ丘小学校



いつものように、森
もり

へたきぎ拾
ひろ

いにきた働
はたら

きものの娘
むすめ

は、偶
ぐうぜん

然出
で あ

会っ

た兵
へ い し

士から不
ふ し ぎ

思議な話
はなし

をききました。それは大
お お み そ か

晦日、森
もり

でひそかに交
か

わ

される、「時
とき

」をめぐる十
じゅうに

二の月
つき

の精
せい

たちの秘
ひ

めごとです。

宮
きゅうでん

殿では、今
き ょ う

日も女
じょおう

王が博
は か せ

士（女
じょおう

王の家
かていきょうし

庭教師）を困
こま

らせています。

気
き

まぐれな女
じょおう

王が真
ま ふ ゆ

冬に四
し が つ

月の花
はな

マツユキ草
そう

をほしいと言
い

いだしたので

す。ほうびの金
き ん か

貨に目
め

のくらんだ欲
よく

ぶかい継
ままはは

母と姉
あねむすめ

娘のいいつけで、

吹
ふ ぶ き

雪の森
もり

に分
わ

け入
い

った娘
むすめ

は、そこで十
じゅうに

二の月
つき

の精
せい

と出
で あ

会います。娘
むすめ

の話
はなし

をきいた「四
し が つ

月」の若
わかもの

者は、他
ほか

の月
つき

たちに頼
たの

んで一
いちじかん

時間だけ「時
とき

」をゆずっ

てもらいます。冬
ふゆ

から春
はる

へたちまち季
き せ つ

節はめぐり、なんと娘
むすめ

の前
まえ

にマツ

ユキ草
そう

が！

家
いえ

でまちかまえていた継
ままはは

母たちは、娘
むすめ

からマツユキ草
そう

を取
と

り上
あ

げ、

「四
し が つ

月」の若
わかもの

者が娘
むすめ

に贈
おく

った指
ゆ び わ

輪をも横
よこ

どりすると、いそいそと金
き ん か

貨を受
う

け取
と

りに宮
きゅうでん

殿へ。だが、事
こと

のてんまつを女
じょおう

王に問
と

われて、答
こた

えに窮
きゅう

した

継
ままはは

母と姉
あね

は、ついにありのままを白
はくじょう

状、指
ゆ び わ

輪は女
じょおう

王の手
て

に渡
わた

ります。

女
じょおう

王は、遠
と お の

乗り会
かい

よろしく各
かっこく

国の大
た い し

使と家
け ら い

来全
ぜんいん

員をひ

き連
つ

れて森
もり

へ到
とうちゃく

着し、連
つ

れてこられた娘
むすめ

にむかい、マツ

ユキ草
そう

の秘
ひ み つ

密を明
あ

かせと迫
せま

ります。決
けっ

して人
ひと

には話
はな

さな

いという「四
し

月
がつ

」との約
やくそく

束に、固
かた

く口
くち

をつぐむ娘
むすめ

。腹
はら

を

立
た

てた女
じょおう

王は、その指
ゆ び わ

輪を雪
ゆき

のなかへと放
ほう

りなげてしま

います。だが、それが秘
ひ

密
みつ

のカギでした。娘
むすめ

は必
ひ っ し

死に

四
し が つ

月からおそわった呪
じゅもん

文をとなえると、あたり一
いち

面
めん

にマ

ツユキ草
そう

が咲
さ

きます。しかしそれは一
いっしゅん

瞬にして消
き

え、驚
おどろ

く女
じょおう

王たちの目
め

の前
まえ

で季
き せ つ

節がつぎつぎと変
か

わって行
い

きま

す。そしてあたりはふたたび真
ま ふ ゆ

冬の森
もり

に。

女
じょおう

王たちはこごえながら森
もり

をさまよいます ････

原
げんさく

作	 サムイル・マルシャーク
訳
やく

	 湯
ゆ あ さ

浅　芳
よ し こ

子
台
だいほん

本・作
さっきょく

曲	 林
はやし

　光
ひかる

演
えんしゅつ

出 	 大
おおいし

石　哲
さ と し

史

わがままな女
じょおう

王の気
き

まぐれからはじまった
かごいっぱいの金

き ん か

貨につられたマツユキ草
そう

探
さが

し
むりやり冬

ふゆ

の森
もり

へ行
い

かされた〈むすめ〉が出
で あ

会ったのは
〈時

じ か ん

間〉をつかさどる自
し ぜ ん

然のまもり手
て

一
いちがつ

月から十
じゅうにがつ

二月までの十
じゅうににん

二人の〈月
つき

の精
せい

〉たちだった
“もえろ　もえろ　あざやかに”
月
つき

たちが歌
うた

う焚
た

き火
び

のぬくもりのなかで
〈むすめ〉はなにをもらったか？
女
じょおう

王はなにを学
まな

んだか？

ざ こうえん

オペラシアターこんにゃく座公演

写真＝青木　司

一
いちがつ

月・総
そうりだいじん

理大臣…………………… 壹
い き

岐隆
たかくに

邦・吉
よし

田
だ

進
しん

也
や

二
にが つ

月・カラス……………………… 大
おお

久
く ぼ

保哲
さとる

三
さんがつ

月・女
じょかんちょう

官長……………………… 齊
さい

藤
とう

路
る

都
つ

四
しが つ

月・警
けいごたいちょう

護隊長…………………… 泉
いずみ

篤
あつ

史
し

五
ごが つ

月・ウサギ……………………… 荒
あら

井
い

美
み き

樹

六
ろくがつ

月・もうひとりのむすめ………… 豊
とよしま

島理
り え

恵・沖
おき

まどか

七
しちがつ

月・むすめ……………………… 飯
いい

野
の

薫
かおる

・鈴
すず

木
き

裕
ひろ

加
か

八
はちがつ

月・リス………………………… 冬
ふゆ

木
き

理
よしもり

森

九
くがつ

月・おっかさん… ……………… 鈴
すず

木
き

あかね・花
はなしま

島春
はる

枝
え

十
じゅうがつ

月・女
じょおう

王………………………… 高
たかおか

岡由
ゆ き

季・熊
くまがい

谷みさと

十
じゅういちがつ

一月・兵
へいし

士……………………… 佐
さ

藤
とう

敏
としゆき

之

十
じゅうにがつ

二月・博
はかせ

士……………………… 佐
さ

山
やま

陽
はる

規
き

ピアニスト………………………… 入
いりかわ

川舜
しゅん

・大
おおつぼ

坪夕
ゆ み

美

キャスト

マツユキ草
そう

ヒガンバナ科
か

の観
かんしょうようしょくぶつ

賞用植物。二十センチ

メートルほどの茎
くき

の先
せんたん

端に数
す う こ

個の下
し た む

向き

の白
しろ

い花
はな

をつける。早
そうしゅん

春に開
か い か

花。

スノードロップ＝雪
ゆき

のし

ずく。


